
代
の
害
が
集
中
的
に
和
刻
さ
れ
た
江
戸
前
期
の
刊
行
だ
っ
た
。
ま
た
江

戸
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
六
書
は
当
時
か
ら
珍
本
・
孤
本
と
し
て
の
価
値

が
認
め
ら
れ
て
和
刻
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。

（
五
）
二
○
六
部
中
の
江
戸
写
本
九
一
部
で
は
、
江
戸
医
学
館
本
が

七
九
部
に
及
ぶ
。
う
ち
多
紀
氏
の
手
賊
本
と
自
筆
本
は
元
堅
一
○
部
、

元
簡
五
部
、
元
胤
四
部
、
元
斫
二
部
だ
づ
た
。
ま
た
江
戸
医
学
館
本
の

江
戸
写
本
中
、
刊
本
か
ら
の
転
写
で
は
一
五
部
が
紅
葉
山
本
、
二
部

が
毛
利
本
に
基
づ
く
と
認
め
ら
れ
た
。
彼
ら
が
冑
童
書
を
研
究
利
用
す

る
目
的
で
写
本
を
作
製
し
た
た
め
、
二
○
六
部
の
う
ち
江
戸
写
本
の
み

が
未
～
清
の
各
時
代
に
わ
た
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

（
六
）
二
○
六
部
の
う
ち
明
代
に
著
さ
れ
た
害
が
一
四
九
部
、
ま
た

明
版
が
八
六
部
と
高
率
な
の
は
、

江
戸
時
代
の
蒐
害
ゆ
え
、
時
代
が
重
な
る
明
清
代
に
著
さ
れ
た
害
や
明

版
・
清
版
が
当
然
多
く
、
し
か
も
幕
府
機
関
が
蒐
集
・
保
管
し
た
の
で

ほ
ぼ
全
体
が
内
閣
文
庫
に
伝
承
さ
れ
た
。
中
国
で
は
と
り
わ
け
医
書
に

つ
い
て
江
戸
医
学
館
に
相
当
す
る
政
府
機
関
が
な
か
っ
た
た
め
、
後
世

に
評
価
や
復
刻
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
医
書
、
と
く
に
明
代
ま
で
の
害
が

供
書
と
な
っ
た
が
、
清
代
の
害
は
数
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
双

方
の
事
情
に
よ
り
、
内
閣
文
庫
に
伝
承
さ
れ
た
中
国
供
書
の
大
多
数
が

明
代
の
書
、
な
い
し
明
版
の
比
率
が
高
い
と
理
解
さ
れ
た
。

（
七
）
内
閣
文
庫
の
中
国
散
供
古
医
籍
二
○
六
部
．
一
五
○
書
目
は
、

重
複
を
除
く
少
な
か
ら
ぬ
害
が
世
界
に
一
点
し
か
存
在
が
知
ら
れ
て
い

な
い
孤
本
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
貴
重
性
は
歴
史
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
ほ
ぼ
す
べ
て
が
江
戸
幕
府
機
関
の
旧
蔵
書
で
、

先
に
報
告
し
た
イ
ブ
ン
・
ナ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
の
論
文
が
発
表
さ
れ

る
ま
で
、
ハ
ー
ベ
ィ
以
前
の
血
液
循
環
理
論
は
セ
ル
ベ
ー
ト
ス
を
嗜
矢

と
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

セ
ル
ベ
ー
ト
ス
の
個
人
史

セ
ル
ベ
ー
ト
ス
は
一
五
○
九
年
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア
ラ
ゴ
ン
州
、
ヴ
ィ

ラ
ノ
ヴ
ァ
に
生
ま
れ
た
。
十
三
歳
で
サ
ラ
ゴ
ッ
サ
の
大
学
に
入
学
し
、

ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
へ
プ
ラ
イ
語
を
学
ん
だ
。
の
ち
に
法
律
を

学
ぶ
た
め
に
ツ
ー
ル
ー
ス
の
大
学
に
入
学
し
た
。
十
五
’
十
六
歳
で
法

律
よ
り
も
神
学
に
興
味
が
む
い
て
い
っ
た
。
そ
の
ほ
か
彼
は
エ
ラ
ス
ム

ス
の
影
響
を
う
け
、
歴
史
、
地
理
に
も
興
味
を
も
っ
て
い
た
。

ツ
ー
ル
ー
ス
の
大
学
生
活
を
中
止
す
る
と
、
か
れ
は
カ
ー
ル
五
世
の

餓
悔
僧
ク
イ
ン
タ
ナ
の
秘
書
に
招
か
れ
た
。

一
五
二
九
年
カ
ー
ル
五
世
の
戴
冠
式
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ま
で
い
き
、
法

王
に
会
っ
た
。
法
王
が
群
衆
の
上
に
高
く
座
し
て
い
る
光
景
を
み
て
憤

慨
し
た
。
こ
の
頃
は
免
罪
符
が
盛
ん
に
売
買
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
キ
リ

ス
ト
教
的
背
景
を
有
す
る
正
直
な
自
由
思
想
家
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
教

さ
ら
に
江
戸
医
学
館
の
旧
蔵
書
が
過
半
を
占
め
る
。
そ
の
蒐
集
と
保
存

に
努
め
た
多
紀
元
簡
・
元
胤
・
元
堅
ら
の
功
績
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

（
平
成
九
年
五
月
例
会
）

血
液
循
環
論
前
史
（
２
）

藤
倉
一

郎

552(140)



徒
で
も
な
い
し
、
新
教
徒
で
も
な
か
っ
た
。
二
十
一
、
二
歳
の
一
介
の

青
年
で
あ
り
、
づ
づ
し
く
も
宗
教
改
革
者
と
し
て
自
己
独
特
の
道
を
歩

き
出
し
た
。

三
位
一
体
の
誤
謬

一
五
三
一
年
二
二
才
の
七
月
、
「
三
位
一
体
の
誤
謬
」
を
出
版
し
て
、

神
と
キ
リ
ス
ト
と
精
霊
と
は
、
神
の
三
つ
の
傾
向
で
あ
っ
て
、
三
つ
の

人
格
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
の
予
期
に
反
し
て
、
全
て
の
宗
教
改
革
家
の
反
対
を
う

け
、
彼
は
ス
イ
ス
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
出
来
ず
『
三
位
一
体
論
問
答
」

な
る
一
言
を
あ
ら
わ
し
、
パ
リ
に
出
た
。

パ
リ
医
学
修
行
時
代

一
五
三
二
年
パ
リ
で
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
と
い
う
匿
名
で
、
大
学
に
は
い

り
、
数
学
、
物
理
学
を
ま
な
ん
だ
。
彼
は
既
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も

異
端
者
で
あ
っ
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
と
神
学
上
の
議
論
を
し
よ
う
と
し
た

が
、
果
た
さ
な
か
っ
た
。
印
刷
所
の
閲
読
、
校
正
係
を
し
て
生
活
を
維

持
し
て
い
た
。
さ
ら
に
リ
ョ
ン
に
移
り
、
ト
レ
キ
ゼ
ル
兄
弟
の
と
こ
ろ

で
校
正
係
を
し
た
。

一
五
三
五
年
二
六
才
の
と
き
、
ト
レ
ミ
ー
の
地
理
害
を
改
訂
出
版
し

た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
以
来
、
世
人
の
興
味
が
、
世

界
地
図
に
向
け
ら
れ
て
い
る
時
期
だ
っ
た
の
で
、
読
書
界
で
は
好
評
で

あ
っ
た
。
こ
れ
で
得
た
金
を
も
と
で
に
、
一
五
三
六
年
再
び
パ
リ
に
で

て
、
医
学
を
修
め
た
。
こ
の
こ
ろ
血
液
循
環
理
論
も
考
え
だ
し
た
と
思

わ
れ
る
。
パ
リ
で
は
地
理
学
、
占
星
術
の
教
授
と
し
て
大
学
で
教
鞭
を

と
っ
た
が
、
大
学
の
同
僚
を
愚
鈍
と
の
の
し
っ
た
た
め
に
、
大
学
を
追

わ
れ
た
。
『
占
星
術
の
弁
明
』
は
パ
リ
時
代
の
出
版
で
あ
る
。
パ
リ
を
離

れ
リ
ヨ
ン
近
く
の
シ
ャ
ー
リ
ュ
ー
市
で
医
業
を
は
じ
め
た
。
一
五
四
○

年
ド
ー
フ
ィ
ニ
ー
州
ヴ
ィ
ア
ン
ヌ
市
に
移
っ
た
。
ヴ
ィ
ア
ン
ヌ
市
の
大

僧
正
ポ
ー
ミ
エ
ー
は
セ
ル
ベ
ー
ト
ス
が
パ
リ
大
学
で
地
理
学
を
教
え
て

い
た
時
の
生
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
。
大
僧
正
ポ
ー
ミ
エ
ー
の
直
接
の
庇

護
の
も
と
に
彼
を
お
い
た
の
で
あ
る
。

一
五
四
六
年
か
ら
一
五
四
八
年
ま
で
、
友
人
フ
レ
ロ
ン
を
介
し
て
カ

ル
ヴ
ィ
ン
と
文
通
を
し
て
い
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
は
「
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
」

を
送
っ
て
、
セ
ル
ベ
ー
ト
ス
の
質
問
の
答
え
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
セ

ル
ベ
ー
ト
ス
は
こ
の
本
の
行
間
に
無
遠
慮
に
批
判
を
書
き
込
ん
で
送
り

返
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
復
興
論
の
出
版

一
五
五
三
年
一
月
セ
ル
ベ
ー
ト
ス
は
ヴ
ィ
ア
ン
ヌ
市
ア
ル
タ
レ
ー
書

店
よ
り
「
キ
リ
ス
ト
教
復
興
論
」
を
出
版
し
た
。
セ
ル
ベ
ー
ト
ス
の
自

費
出
版
で
、
著
者
も
出
版
社
も
秘
密
で
あ
っ
た
。

「
キ
リ
ス
ト
は
先
在
せ
ず
、
誕
生
よ
り
神
の
子
で
あ
っ
て
、
永
遠
よ
り

の
神
で
は
な
い
。
神
は
単
一
に
し
て
不
可
分
で
こ
れ
を
三
位
に
分
か
っ

こ
と
は
で
き
な
い
。
三
位
と
い
う
の
は
単
に
神
の
表
顕
の
差
異
で
あ
っ

て
、
本
質
の
差
異
で
は
な
い
。
精
霊
も
一
つ
の
形
而
上
的
実
在
者
に
あ

ら
ず
し
て
神
の
座
で
あ
り
、
父
お
よ
び
子
よ
り
い
ず
る
も
の
で
あ
る
」
。

以
上
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
中
に
肺
循
環
理
論
が
整

然
と
論
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
五
五
三
年
二
月
ヴ
ィ
ァ
ン
ヌ
の
異
端
糾
問
官
オ
リ
ー
に
セ
ル
ベ
ー

ト
ス
の
こ
の
「
キ
リ
ス
ト
教
の
復
興
論
』
の
こ
と
が
耳
に
は
い
り
、
セ
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ル
ベ
ー
ト
ス
は
家
宅
捜
査
を
う
け
た
。

セ
ル
ベ
ー
ト
ス
の
逮
抽
、
そ
し
て
火
刑

一
五
五
三
年
四
月
ア
ル
ネ
レ
ー
と
同
時
に
捕
縛
さ
れ
た
。
彼
は
脱
獄

し
て
逃
亡
し
た
が
、
オ
リ
ー
は
不
在
判
決
に
よ
り
火
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。

約
三
か
月
フ
ラ
ン
ス
に
潜
伏
し
、
ジ
ュ
ノ
ヴ
ァ
に
き
て
一
月
ほ
ど
滞
在

し
て
、
日
曜
日
教
会
の
ミ
サ
に
出
掛
け
た
。
そ
の
時
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
発

見
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
八
月
十
三
日
逮
捕
さ
れ
た
。
八
月
十
五
日
か

ら
、
審
問
は
開
始
さ
れ
、
一
○
月
二
十
七
日
シ
ャ
ン
ベ
ル
の
丘
で
火
刑

に
よ
り
処
刑
さ
れ
た
。

そ
の
時
の
判
決
文
は
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。
「
セ
ル
ベ
ー
ト
ス

よ
、
わ
れ
ら
は
汝
を
捕
ら
え
シ
ャ
ン
ベ
ル
に
送
り
、
木
に
し
ば
り
て
生

き
な
が
ら
火
刑
に
処
し
、
こ
れ
を
灰
塵
に
き
せ
し
む
べ
き
こ
と
を
判
決

す
。
そ
の
筆
写
お
よ
び
印
刷
す
る
著
書
も
と
も
に
こ
れ
を
焼
き
捨
て
る
。

か
く
し
て
汝
は
汝
の
如
き
罪
を
犯
さ
ん
と
す
る
も
の
の
見
せ
し
め
と
し

て
汝
の
生
を
お
わ
る
べ
し
。
わ
れ
ら
執
行
官
を
し
て
、
こ
の
判
決
を
執

行
せ
し
む
」

セ
ル
ベ
ー
ト
ス
の
血
液
肺
循
環
理
論

キ
リ
ス
ト
教
の
復
興
論
の
中
の
肺
循
環
理
論
の
一
部
を
こ
こ
に
掲
げ

る
。
「
し
か
し
な
が
ら
、
皆
が
信
じ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
純
化
さ
れ
た

血
の
流
れ
は
心
臓
の
中
壁
を
通
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

非
常
に
巧
妙
な
装
置
に
よ
っ
て
、
こ
の
純
化
さ
れ
た
血
は
肺
を
通
る
長

い
経
路
を
経
て
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
肺
に
よ
っ
て
精
製
さ

れ
赤
黄
色
に
な
り
、
肺
動
脈
か
ら
肺
静
脈
に
流
れ
込
む
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
そ
れ
は
肺
静
脈
の
中
で
吸
い
込
ん
だ
空
気
と
混
合
し
、
息
を
吐

き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
煤
け
た
蒸
気
か
ら
浄
化
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
「
生
命
の
霊
」
は
、
こ
の
混
合
に
よ
っ
て
適
切
に
つ
く
り
整
え
ら
れ

て
、
左
心
室
の
膨
張
に
よ
っ
て
そ
こ
に
吸
い
込
ま
れ
る
。
か
く
の
ご
と

く
、
肺
に
よ
っ
て
連
絡
と
精
製
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
肺
の
中

で
の
肺
動
脈
と
肺
静
脈
と
の
様
々
の
連
結
連
絡
が
示
し
て
い
る
。
こ
れ

は
肺
動
脈
が
ひ
ど
く
大
き
い
こ
と
で
も
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
た
ん
に

養
分
補
給
の
た
め
だ
け
な
ら
ば
、
こ
の
様
な
そ
し
て
こ
ん
な
太
さ
の
必

要
は
な
い
し
、
心
臓
か
ら
肺
へ
か
く
も
多
量
の
純
粋
な
血
を
放
出
す
る

必
要
も
な
い
の
で
あ
る
」

考
案

こ
の
よ
う
に
肺
循
環
に
か
ん
し
て
は
、
右
心
室
↓
肺
動
脈
↓
肺
静
脈

↓
左
心
房
と
い
う
正
し
い
回
路
を
想
定
し
、
更
に
空
気
に
よ
っ
て
血
液

が
浄
化
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
成
立
し
て
い
た
の
は
、
セ
ル
ベ
ー
ト

ス
の
パ
リ
時
代
の
医
学
の
学
習
、
と
り
わ
け
解
剖
学
の
学
習
に
さ
い
し

て
得
ら
れ
た
知
識
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
が
神

学
に
お
い
て
も
地
理
学
に
お
い
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
み
た
よ
う

に
、
こ
の
天
才
は
意
外
と
安
易
に
肺
循
環
理
論
を
構
築
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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演
者
は
、
中
世
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
・
医
学
者
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ

ニ
デ
ス
の
生
涯
を
調
査
し
て
い
る
間
に
、
多
く
の
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名

前
に
接
し
た
・
そ
の
成
り
立
ち
と
表
記
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

ビ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
ア
ラ
ブ
医
学
・
科
学
史
の
序
文
に
、
ア
ラ
ブ

医
学
者
の
名
前
の
詳
し
い
解
説
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
と
く
に
興
味

深
か
っ
た
の
は
、
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
↓
ア
ベ
ン
ゾ
ア
ル
、
イ
ブ
ン
・
ス

ィ
ー
ナ
↓
ア
ビ
ケ
ン
ナ
と
い
う
よ
う
な
ラ
テ
ン
名
の
起
こ
り
が
、
ア
ラ

ビ
ア
語
を
表
記
す
る
の
に
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
を
用
い
た
ス
ペ
イ
ン
・
ユ
ダ

ヤ
人
の
言
語
慣
習
か
ら
来
た
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
中

心
に
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。
演
者
の
知
識

は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
こ
こ
に
の
べ
る
の
は
一
種
の
試
論
と
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
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ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前

泉
彪
之
肋

ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前
を
記
載
す
る
場
合
の
問
題
点
は
、
（
１
）
ア
ラ

ブ
名
を
用
い
る
か
ラ
テ
ン
名
か
、
（
２
）
ア
ラ
ブ
名
な
ら
ば
、
イ
ブ
ン
・

ス
ィ
ー
ナ
の
よ
う
な
簡
単
な
表
記
か
フ
ル
ネ
ー
ム
か
、
（
３
）
フ
ル
ネ
ー

ム
な
ら
ど
の
文
献
に
よ
る
か
、
（
４
）
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前
は
ど
ん
な

構
成
か
、
（
５
）
日
本
語
表
記
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
う
ち
、
ラ
テ
ン
名
を
持
つ
ア
ラ
ブ
医
学
者
は
数
が

限
ら
れ
、
ま
た
簡
単
な
表
記
で
は
混
同
が
起
こ
る
の
で
、
ア
ラ
ブ
名
の

フ
ル
ネ
ー
ム
と
ラ
テ
ン
名
の
併
記
が
必
要
で
あ
っ
た
。
信
頼
で
き
る
新

し
い
英
文
文
献
を
入
手
で
き
ず
、
一
八
四
○
年
初
刊
の
ビ
ュ
ス
テ
ン
フ

ェ
ル
ト
の
古
典
を
根
拠
と
し
た
た
め
、
ロ
ー
マ
字
表
記
が
現
在
の
も
の

と
一
部
異
な
っ
て
い
る
。

ア
ラ
ビ
ア
語
お
よ
び
へ
プ
ラ
イ
語
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
リ
フ
を
除

き
ほ
と
ん
ど
の
文
字
が
子
音
を
示
し
、
母
音
は
発
音
符
号
で
示
さ
れ
る

の
で
、
読
解
が
困
難
で
ロ
ー
マ
字
表
記
も
多
様
と
な
る
。
と
く
に
ア
ラ

ビ
ア
語
は
、
語
形
や
発
音
に
変
化
を
起
こ
す
こ
と
が
多
い
。

ビ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
前
は
次
の

よ
う
な
構
成
か
ら
成
る
。

（
１
）
息
子
の
名
前
（
～
の
父
）
（
騨
冒
～
）
、
（
２
）
本
人
の
名
前
、
（
３
）

父
の
名
前
（
～
の
息
子
）
（
旨
〕
○
号
の
目
～
）
、
（
４
）
祖
父
ま
た
は
先
祖
の

名
前
言
。
○
『
胃
冒
～
）
、
（
５
）
付
加
名
（
多
く
巴
‐
～
）

（
ピ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
名
前
の
途
中
で
は
弓
ロ
（
旨
］
の
省
略
形
）
、

名
前
の
最
初
で
は
ご
弓
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
現
在
の
ア
ラ
ブ
人
は
、
旨
］
と

い
う
言
葉
は
普
通
使
わ
な
い
）

こ
の
う
ち
、
息
子
の
名
前
と
さ
れ
る
の
は
、
必
ず
し
も
実
際
の
息
子

の
名
で
な
く
比
哺
的
な
名
の
場
合
も
あ
る
。
父
あ
る
い
は
祖
父
の
代
わ

555 (143）


